
 

ただし 、 空気抵抗や 摩擦は無視 し 一 台 の 上面は
く # 6 7 力学

+分に広いと する。
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、
単

1IPi.fr質量 M の 台 の 上部 に 質量m の M i
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質点を 互い の 重心 が 一致するよう くー,
0

に 乗せる。 また 、 台 の 一部と 質点を 自然長

図 の よう に ばね定数 k の ばねで の 時刻 t o」 における 質点 の 位置速度
、

つないでみると
、 丁度 、

自然長となった。 加速度を xct ) 、 ひけ) 、 alt) と し 1 台 について

重心 の 位置を 原点 とし
、
右向き正 として は同様に

、 処) 、
はい

、 Act) と したとき
、 台 と質点の

孔座標 を 定義 する
。 重心 の 位置 派がいい . alt) はそれぞれ

いくら になる か
、

x け) 、
ひけ) 、

au)
、 メけ) .VN、

時刻 t = 0 において 、 台に 初速度 に Acts , m 、
M を 用いて 表せ 。

を 与えた後の 質点 と 台の運動を考える。



 

② 時刻 t における 質点と 台の運動 が 不
"

に 換算質量
方程式 を 用いて いい = 0 となる か 前 問 の 結果 から

、 (がい ー かい ) を 1つの
ことを 示せ 。

自由度と みなすと 、
これが 単振動 して いること

や 前問 の 結果から
、
いい) を

が わかる
。 この 周期 T を pe 、 R を用いて

M. m.lt を 用いて 表せ。 また 、
)(alt)

について も
、
M.m.lt

、

t を用いて 表せ。

表せ 。 (6 ) は、一が ) の 単振動 の 振幅は 力学的

④ で 用いた運動方程式 を用いる エネルギー の 保存則から 求め られる
。 V.ir 、

R

ことで
、 以下の 式 を 導け。

を 用いて 表せ 。 また
、 いけ) -かい ) を 時刻の

alt) - Alt) = 一f 灬」 、 如 )
関数と して 表せ。

ただし ここで yは
相対質量 と いい

、

次の ように 定義 した もの とする
。



 

(7) (3) の 結果と し6 ) の 糸吉果 を 用いて 、

>くけ) を 時刻 の 関数として 表せ。

(8) x _ t グラフ を かくために 、 ひけ) の

最大
、
最小 を 求めたい 。 とが)

が 単振動を することから 、
(ひしかにい)

の 最大 最小 を 求める ことが できる
。

それ と
、 運動 量保存則 を 用いて

ひけ) の 最大 最小 を 求める 。

(9) (7) (8) の 結果 を 考慮 して 、 x-七

グラフ を かけ。


